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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成17年12月15日
日本障害者リハビリテーション協会
　情報部長　　寺島　彰　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本盲人会連合情報部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川畑　順洋

視覚障害者が製品を使用する際の問題点
標記の件、視覚障害者から電話で情報入手いたしました。ご報告いたします。

電話の相手は、複数の旧式のパソコン（ＤＯＳ）使用者です。新しくパソコンを購入し問題となった部分をまとめました。電源のＯＮ，ＯＦＦで４～５時間要したようです。

また、ハード上の問題と併せてマニュアルが全く利用できないこと、ソフトをガイドするアイコンについても検討が必要です。

１、電源関係
・電源コードが正常に差し込まれているか否か確認が難しい。

・コンピュータ電源のスィッチの場所が判かりづらいし、また判らない。

・電源のＯＮ、ＯＦＦの確認が出来ない。

・マニュアルが使用できないため、メーカーのサポートセンターに電話し、協力をおねがいするにですが、懸命に説明してくれる対応にも、理解することが難しかった。
２、マウス操作等
・マウスが使えない。

・英文字の大文字、小文字の判別が難しい。
３、支援について
・説明概要書の音声テープ版（ＣＤ版）はできないだろうか。　

・視覚障害者が使うソフトについて、説明できる人が少ない。

（視覚障害者を教育するＳＥが少ない）
・視覚障害者用ソフトが、機器内に内蔵されているソフト（Windows XP）に対応していない。
４、画面表示について
・パソコンに表示されるグラフ、絵文字等視覚障害者用の音声出力ソフトで読めないものが多い。
　高齢者を含む視覚障害者はコンピュータのメリットを享受する前にあきらめる人が多いように思えます。支援体制、教育体制の強化を望みます。　以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
